
１
月
13
日
、
中
川
区
役
所
講

堂
で
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
「
名
古

屋
城
天
守
閣
の
現
状
や
課
題
に

つ
い
て
、
名
古
屋
市
が
市
民
と

意
見
交
換
す
る
も
の
」
と
の
趣

旨
で
す
が
、
河
村
市
長
も
参
加

し
て
木
造
復
元
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
と
い
う
の
が
実
際
で
、
昨
年

12
月
の
熱
田
区
を
初
回
に
、
１

月
17
日
ま
で
に
16
区
全
区
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
１
３
０
人
余
が

参
加
。
８
人
が
意
見
を
述
べ
、

時
間
の
都
合
で
発
言
で
き
な
い

方
も
多
く
残
さ
れ
ま
し
た
。
発

言
は
ハ
ッ
キ
リ
と
反
対
が
３
人
、

賛
成
の
人
で
も
「
急
ぐ
べ
き
で

な
い
」
、
「
江
松
の
下
水
整
備

を
や
っ
て
か
ら
」
、
「
税
金
が

１
円
も
か
か
ら
な
い
な
ら
」
な

ど
の
条
件
付
き
で
、
木
造
化
を

手
放
し
で
賛
成
す
る
意
見
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

反
対
の
意
見
で
は
、
「
年
金

が
下
げ
ら
れ
高
齢
者
の
暮
ら
し

が
大
変
、
木
造
化
で
『
稼
げ
る

街
』
と
い
う
が
、
そ
れ
か
ら
福

祉
で
は
間
に
あ
わ
な
い
。
や
る

べ
き
こ
と
が
ま
ち
が
っ
と
る
」

「
市
政
全
般
を
問
う
べ
き
で
、

高
齢
化
、
子
ど
も
、
防
災
等
ど

う
な
の
か
？
こ
れ
ら
の
問
題
を

(

２
面
右
下
へ
続
く)

１
月
11
日
の
成
人
の
日
、
成

人
式
が
区
内
小
学
校
、
中
学
校

な
ど
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
昭
和
橋
中
学
校
区
は
10
日
）

今
年
か
ら
18
歳
選
挙
権
と
な
り

ま
す
が
、
20
歳
は
人
生
の
節
目
。

社
会
人
と
し
て
の
第
１
歩
に
ふ

さ
わ
し
い
式
典
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
、
江
上
ひ
ろ

ゆ
き
市
議
は
じ
め
、
各
会
場
前

で
、
「
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
」
と
声
を
か
け
て
、
お

祝
い
の
リ
ー
フ
を
配
布
し
ま
し

た
。
成
人
の
若
者
は
、
「
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
快
く

受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。

今
年
は
暖
か
い
日
和
で
、
会

場
入
り
口
で
は
、
小
学
校
卒
業

以
来
の
再
会
を
喜
び
あ
い
「
久

し
ぶ
り
」
、
「
誰
だ
っ
け
」
と

会
話
が
弾
ん
で
い
ま
し
た
。

今
年
名
古
屋
市
内
で
は
、
２

１
０
０
０
人
余
、
中
川
区
で
２

３
０
０
人
余
が
新
成
人
を
迎
え

ま
し
た
。
ど
の
若
者
も
戦
場
に

送
ら
な
い
、
戦
争
法
廃
止
が
大

切
と
、
ま
す
ま
す
感
じ
さ
せ
る

「
成
人
の
日
」
と
な
り
ま
し
た
。

（
写
真
は
、
昭
和
橋
中
前
で
）
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タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
、

市
長
の
説
明
を
聞
い
て
い
て
、

こ
ん
な
説
明
で
４
０
０
億
円
も

の
大
事
業
の
計
画
と
い
え
る
の

だ
ろ
う
か
。
天
守
閣
木
造
化
と

い
う
大
問
題
に
つ
い
て
、
市
民

を
ば
か
に
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
、
と
感
じ
て
い
ま
す
▼
そ

の
チ
ェ
ッ
ク
を
す
べ
き
議
会
で

は
、
自
民
、
民
主
、
公
明
が
、

議
員
定

数
を
削

減
し
て

「
身
を
切
る
」
と
言
っ
て
民
意

を
削
り
、
そ
の
一
方
で
、
議
員

報
酬
を
１
６
３
０
万
円
に
戻
し
、

た
上
で
15
％
カ
ッ
ト
で
収
め
よ

う
と
し
て
い
ま
す
▼
自
・
民
・

公
は
市
長
の
天
守
閣
木
造
化
に

異
議
を
と
な
え
ま
せ
ん
。
議
員

報
酬
半
減
を
あ
れ
ほ
ど
叫
ん
だ

河
村
市
長
は
、
「
議
会
で
決
め

る
こ
と
」
と
報
酬
引
き
上
げ
に

ダ
ン
マ
リ
。
お
か
し
い
？
▼
新

聞
は
、
議
員
報
酬
引
き
上
げ
の

た
め
に
、
木
造
化
に
反
対
し
な

い
自
・
民
・
公
の
態
度
の
ウ
ラ

を
報
道
し
て
い
ま
す(

朝
日
・

昨
年
10
月
３
日)

。
ま
さ
に
、

取
引
▼
私
た
ち
党
市
議
団
は
、

市
民
の
意
思
を
反
映
す
る
定
数

を
こ
れ
以
上
削
減
し
な
い
、
報

酬
は
８
０
０
万
円
で
、
特
例
で

な
く
本
条
例
に
す
る
▼
市
民
生

活
が
こ
れ
ほ
ど
厳
し
い
時
、
安

倍
暴
走
政
治
に
ス
ト
ッ
プ
を
か

け
、
戦
争
法
を
廃
止
し
、
市
民

の
命
・
暮
ら
し
守
る
防
波
堤
と

な
る
名
古
屋
市
政
実
現
こ
そ
、

二
元
代
表
制
の
議
会
の
務
め
で

す
。

木
造
化
と
定
数
削
減
・
報
酬
引

き
上
げ

市
議

江
上
ひ
ろ
ゆ
き

弁
護
士
法
律
相
談
２
月
18
日
（
木
）
午
後
６
時
半
電
話
３
６
３
‐
１
４
５
０
江
上
事
務
所

会場で発言を求める区民のみなさん(中川区役所講堂)

天
守
閣
木
造
よ
り
暮
ら
し
を
守
っ
て

中
川
区
で
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催

「
無
条
件
で
賛
成
」
な
し

木
造
化
反
対
の
意
見

社
会
人
へ
第
一
歩

お
め
で
と
う
リ
ー
フ
配
布

若
者
を
戦
場
に
送
ら
な
い



昨
年
の
９
月
19
日
に
戦
争
法

（
安
全
保
障
法
）
が
自
民
党
、

公
明
党
の
強
行
に
よ
り
成
立
し

て
４
ヶ
月
。
毎
月
こ
の
日
を
忘

れ
な
い
と
19
日
に
ア
ク
シ
ョ
ン

を
続
け
て
い
ま
す
。

１
月
19
日
も
、
こ
の
冬
一
番

の
寒
波
の
風
が
吹
く
な
か
、
夕

方
５
時
45
分
か
ら
高
畑
交
差
点

バ
ス
停
付
近
で
、
戦
争
法
の
廃

止
を
求
め
る
中
川
区
実
行
委
員

会
の
人
達
20
人
ほ
ど
が
、
勤
め

帰
り
で
帰
宅
を
急
ぐ
人
々
に
、

「
戦
争
法
」
廃
止
の
国
民
連
合

政
府
を
つ
く
ろ
う
と
呼
び
か
け
、

「
戦
争
法
」
廃
止
を
求
め
る
２

０
０
０
万
署
名
へ
の
協
力
を
訴

え
ま
し
た
。
江
上
ひ
ろ
ゆ
き
市

会
議
員
も
参
加
し
ま
し
た
。

と
て
も
寒
く
、
通
り
過
ぎ
る

人
も
多
い
中
、
高
校
生
や
若
い

女
性
た
ち
も
何
人
か
署
名
に
応

じ
て
く
れ
る
な
ど
、
30
分
程
で

20
筆
ほ
ど
集
ま
り
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
で
は
、
３
月
19

日
午
前
10
時
に
、
Ｊ
Ｒ
八
田
駅

南
の
公
園
に
集
ま
り
パ
レ
ー
ド

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

１
月
25
日
、
名
古
屋
市
議
会

議
会
改
革
推
進
協
議
会
に
お
い

て
、
自
民
党
、
民
主
党
、
公
明

党
は
、
議
員
定
数
に
つ
い
て
７

人
か
ら
10
人
の
削
減
を
提
案
。

一
方
、
議
員
報
酬
８
０
０
万
円

に
つ
い
て
引
き
上
げ
を
提
案
し

ま
し
た
。
田
口
一
登
団
長
と
江

上
博
之
幹
事
長
が
参
加
す
る
日

本
共
産
党
は
、
議
員
削
減
に
反

対
し
、
報
酬
は
現
状
維
持
、
８

０
０
万
円
の
本
条
例
化
を
求
め

ま
し
た
。

仮
に
、
議
員
定
数
を
７
削
減

す
れ
ば
、
議
員
一
人
あ
た
り
の

人
口
は
３
万
１
８
５
人
か
ら
３

万
３
２
９
２
人
へ
と
３
１
０
７

人
増
加
し
、
そ
れ
だ
け
、
民
意

が
議
会
に
届
き
に
く
く
な
り
、

「
身
を
切
る
改
革
」
ど
こ
ろ
か
、

「
民
意
を
削
る
改
悪
」
で
す
。

議
員
報
酬
引
き
上
げ
に
つ
い

て
河
村
市
長
は
、
議
会
攻
撃
を

せ
ず
、｢

議
会
が
決
め
る
こ
と｣

と
言
っ
て
、
５
年
前
住
民
投
票

ま
で
呼
び
か
け
て
報
酬
半
減
を

叫
ん
だ
市
長
と
は
思
わ
れ
な
い

言
動
で
す
。
自
・
民
・
公
と
市

長
と
の｢

天
守
閣
木
造
化｣

の
裏

取
引
が
見
え
隠
れ
し
て
い
ま
す
。

市
民
不
在
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
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無
料
相
談
（
子
育
て
・
教
育
問
題
も
）

毎
週
月
・
木

午
後
６
時
半
か
ら
８
時

弁
護
士
相
談

毎
月
第
３
木
曜

江
上
ひ
ろ
ゆ
き
事
務
所
ま
で
電
話
３
６
３-

１
４
５
０

２
月
早
朝
宣
伝

１
日

月

あ
お
な
み
線
小
本

２
日

火

下
之
一
色

５
日

金

近
鉄
戸
田

12
日

金

高
畑

15
日

月

金
山
北
口

16
日

火

名
鉄
山
王

19
日

金

近
鉄
伏
屋

23
日

火

万
場
小
橋

25
日

木

あ
お
な
み
線
荒
子

26
日

金

昭
和
橋

朝
７
時
30
か
ら
８
時
10
分

(

１
面
か
ら)

優
先
さ
せ
る
べ
き

で
、
木
造
化
は
市
民
生
活
の
課

題
を
解
決
し
て
か
ら
の
こ
と
に
」
、

「
今
の
天
守
閣
再
建
の
と
き

『
お
年
玉
』
を
寄
付
し
た
。
木

を
大
事
に
育
て
50
～
１
０
０
年

単
位
で
考
え
る
べ
き
」
、
「
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
に
は
無

理
、
耐
震
化
し
城
郭
全
体
の
修

復
、
門
や
櫓
の
再
建
を
し
て
い

く
べ
き
」
な
ど
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

市
側
は
、
市
長
が
自
ら
各
意

見
に
対
す
る
説
明
、
回
答
を
述

べ
ま
し
た
が
、
市
長
の
勝
手
な

考
え
を
、
脅
し
す
か
し
で
し
ゃ

べ
る
ば
か
り
で
、
市
民
の
意
見

に
じ
っ
く
り
耳
を
傾
け
る
姿
勢

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

市
長
は
、
「
銀
行
に
金
が
余
っ

て
い
る
。
市
債
で
や
っ
て
い
け

る
。
５
０
０
円
の
入
場
料
、
入

場
者
が
年
４
０
０
万
人
に
増
え

て
（
現
在
１
６
５
万
人
）
年
20

億
円
の
収
入
に
な
る
。
30
年
で

６
０
０
億
円
と
な
る
。
税
金
を

使
わ
ず
に
市
債
の
元
金
と
利
息

は
返
せ
る
」
と
豪
語
し
ま
し
た
。

５
０
０
円
の
入
場
料
す
べ
て
が

利
益
に
な
る
わ
け
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
よ
う
な
根
拠
が
疑
わ

れ
る
説
明
が
平
気
で
行
わ
れ
る

の
は
異
常
で
す
。

税
金
は
使
わ
な
い
？

革
新
愛
知
の
会
で｢

オ
ー
ル

沖
縄｣

｢

オ
ー
ル
宜
野
湾｣

の
シ

ム
ラ
恵
一
郎
市
長
候
補
応
援
に

１
月
15
日
か
ら
17
日
ま
で
14
名

で
沖
縄
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

15
日
は
、
那
覇
空
港
よ
り
レ

ン
タ
カ
ー
で
辺
野
古
テ
ン
ト
村

と
キ
ャ
ン
プ
シ
ュ
ワ
ブ(

米
海

兵
隊
基
地)

の
座
り
込
み
に
参

加
し
、
沖
縄
の
女
性
・
学
生
や

岡
山
、
埼
玉
革
新
懇
談
会
の
人

た
ち
と
「
若
者
を
戦
場
に
送
ら

せ
な
い
」
「
新
基
地
止
め
る
こ

と
が
ア
ベ
政
治
を
止
め
る
力
に

な
る
」
な
ど
交
流
し
ま
し
た
。

夜
は
、
告
示
前
最
大
の｢

未
来

を
拓
く
大
集
会｣
が
宜
野
湾
市

内
で
開
か
れ｢

建
白
書｣
実
現
め

ざ
す
県
選
出
国
会
議
員
、
翁
長

知
事
、
稲
嶺
名
護
市
長
も
出
席

し
４
０
０
０
人
が
集
ま
り｢
シ

ム
ラ
候
補｣

を
激
励
し
ま
し
た
。

16
日
は
、
統
一
連
事
務
所
へ

い
き
、
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
、
ビ
ラ

を
持
ち
、
６
人
一
組
で
宣
伝
し

な
が
ら
軒
並
み
対
話
し
ま
し
た
。

反
応
も
良
く
、
“
絶
対
勝
て
る

の
で
は
”
と
思
っ
て
帰
っ
て
き

ま
し
た
。

結
果
は
残
念
な
が
ら
２
７
６

６
８
票
対
２
１
８
１
１
票
。
５

８
５
７
票
差
で
負
け
大
変
シ
ョ
ッ

ク
を
う
け
ま
し
た
。

な
ぜ
負
け
た
の
だ
ろ
う
か
と

新
聞
を
読
み
直
し
て
み
ま
し
た
。

相
手
候
補
は
、
基
地
問
題
で
は

｢

普
天
間
基
地
撤
去｣

を
言
う
の

み
で
意
図
的
に｢

辺
野
古
基
地

建
設｣
に
は
触
れ
ず
、
都
合
の

い
い
実
績
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
安

倍
政
権
は
権
力
総
が
か
り
で
襲

い
か
か
り
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー

ト
誘
致
話
な
ど
飴
を
ね
ぶ
ら
せ

な
が
ら
市
民
の
心
を
惑
わ
せ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

選
挙
は
負
け
た
け
ど
、
県
内

移
設
反
対
の
声
は
多
く
、｢

普

天
間
基
地
撤
去｣

を
守
ら
せ
、

こ
れ
か
ら
も｢

諦
め
な
い｣

こ
と

が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

菅
原
文
太
さ
ん
が
残
し
た
言
葉
、

｢

政
治
で
一
番
大
切
な
こ
と
は

戦
争
し
な
い
こ
と
だ
。
日
本
が

変
わ
れ
ば
世
界
は
変
わ
る
」
大

変
有
意
義
な
応
援
ツ
ア
ー
で
し

た
。(

小
玉
あ
さ
子
・
常
磐)

「
辺
野
古
・
宜
野
湾
市
長
選
挙
支
援
ツ
ア
ー
」

シ
ム
ラ
候
補
激
励
大
集
会

シ
ム
ラ
候
補
惜
敗

普
天
間
基
地
撤
去
必
ず

戦
争
法
廃
止
へ
１
・

19
ア
ク
シ
ョ
ン

寒
い
中
、
が
ん
ば
っ
て

自
・
民
・
公
議
員
定
数
削
減
、
報
酬
引
上
げ

定
数
削
減
、
民
意
削
る

報
酬
引
き
下
げ
市
長
は
静
観


